
☞　12 月定例会　一般質問に 5 人登壇

☞　臨時会　台風被害で 6 億７千万円補正

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

8

14

16

主な内容

サンタが届ける笑顔
☞　特集〔議会この 2 年間を検証〕

　注目は交流駅と太陽光発電 ２
サンタさんが図書館クリスマス会に

やってきた。絵本の読み聞かせを楽

しんだ後、リンリンリンと鈴の音と

ともに現れると、会場は子どもたち

の笑顔と大歓声に包まれていました。

（平成 28 年 12 月 17 日；軽米中央公民館）

かるまい　議会だより
№ 208

平成 29 年 1 月 25 日
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町政監視 と 政策立案機能 を 発揮

交流駅構想はいつ明らかに？
　　☞　町民への情報公開を期待　

　山本町長４期目の折返しを迎え、「か
るまい交流駅構想」がなかなか明らかに
ならない現状です。９月定例会では、建
設検討委員会（諮問機関ではない）を設
置すると答弁。未だ、委員の委嘱、先進
地視察だけの中、果たしていつになった
ら建設計画、予定地が公表されるので
しょうか。多くの皆さんが知りたいと
思っていると思います。構想の目的を早
く明らかにし、リーダーシップを発揮い
ただくことを期待しています。
　また、老朽施設問題は山積みです。い
ちい荘や火葬場など、ハード面の財政年
次計画を早急に作成し、町民への情報公
開を期待します。

ぎかいの視点

　

町
議
会
は
町
民
の
代
表
と
し
て
、
町
政
の
監
視
と
政
策

を
立
案
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
５
月
の
改
選

以
来
、
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
民
の
付
託
に
応
え
る
た
め

に
一
般
質
問
で
の
政
策
提
言
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
28

年
12
月
定
例
会
ま
で
７
回
の
定
例
会
で
、
延
べ
41
人
の
議

員
が
93
項
目
に
わ
た
り
町
当
局
と
の
議
論
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
を
検
証
し
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が

行
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
町
長
に
疑
問
点
を
た

だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
般
質
問
で

は
、「
か
る
ま
い
交
流
駅

（
仮
称
）」（
以
下
、「
交
流

駅
」）
に
つ
い
て
の
質
問

を
５
議
員
が
延
べ
９
回
、

次
い
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
太
陽
光
発
電
事
業

関
係
に
つ
い
て
４
議
員
が

延
べ
８
回
取
り
上
げ
、
課

　

一
般
質
問
は
定
例
会
ご

と
に
行
わ
れ
ま
す
。
議
員

は
、
招
集
日
の
概
ね
１
週

間
前
ま
で
に
議
長
あ
て
に

項
目
を
通
告
。
議
長
は
、

質
問
要
旨
を
事
前
に
町
長

に
通
知
し
ま
す
。

　

質
問
は
、
現
状
や
課
題

を
問
う
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
答
弁
へ
の
再
質
問

は
２
回
ま
で
で
き
、
そ
の

中
で
町
長
の
政
治
姿
勢
を

明
確
に
し
た
り
、
現
行
政

策
の
見
直
し
や
新
規
政
策

を
採
用
さ
せ
る
な
ど
の
目

的
、
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
こ
う

し
た
視
点
で
議
会
に
関
心

を
持
ち
、
傍
聴
さ
れ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

検証①
平成 27 年度からの

一般質問

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

臨　

時　

議　

会

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

住民の代表として

関
心
は
交
流
駅
と
再
エ
ネ

　

政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に

町
民
の
付
託
に
応
え
る
べ
く

　
　
　

延
べ
41
議
員
が
93
の
質
問

題
解
決
に
努
め
ま
し
た
。

　

交
流
駅
、
太
陽
光
発
電

事
業
と
も
に
山
本
町
政
の

重
要
施
策
で
あ
り
、
町
民

の
関
心
も
高
い
で
す
。
議

会
で
も
毎
回
話
題
に
し
な

が
ら
町
長
の
見
解
を
問
う

て
き
ま
し
た
が
、
町
民
の

方
々
の
理
解
が
深
め
ら
れ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

ほ
か
に
、
子
育
て
支
援

や
い
ち
い
荘
建
設
、
町
総

合
戦
略
な
ど
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。（
上
記
参
照
）

こ
の
２
年
間
で

５人　かるまい交流駅　　　　　９回
４人　再生可能エネルギー（太陽光発電事業）　 ８回　

２人　子ども公園（遊び場）整備　　５回
２人　子育て支援環境（保育園施設等）　４回
３人　町道の整備・除雪体制等　４回
４人　町長のまちづくり　　　　４回
３人　広報活動　　　　　　　　４回
３人　人口ビジョン・総合戦略　４回
２人　いちい荘建設　　　　　　３回
３人　行政改革　　　　　　　　３回
２人　体育施設の改修　　　　　３回

項目別にみた質問者の数と質問回数

平成 28 年 8 月に農山漁村再生可能エネルギー法の認定事業では町内初となる発電事業
を開始した軽米・西山太陽光発電所（小軽米地区）

質
問
者
の
数

質
問
の
回
数

※数字はすべて延べ数
※質問通告の後、取り下げ
　したものを含む
※項目は、実際の質問内容
　により分類しているため
　通告項目・数と異なる
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あの 「検討します」 は…

　　　どうなった？①
検証②

平成 28 年 9 月定例会

　27 年度決算等審査特別委員会から Pick up!

追跡

橋場 繁
し げ よ し

義
（岩崎、84 歳）

さん

　議会での質疑を聴いている
と「事なかれ式」でしかなく、
議論の応酬にはほど遠いよう
に感じています。
　中高生にも傍聴してもら
い、若い世代の政治への関心
が高まることを期待したい。
　議員には常に現場を確認
し、視察後は地元にあった発
想の転換でまちづくりの提言
に努めてほしいです。

事なかれ式の質疑

　

特
別
職
（
議
会
議
員
含

む
）
の
平
成
28
年
12
月
期

末
手
当
と
、
一
般
職
の
12

月
期
勤
勉
手
当
を
そ
れ
ぞ

れ
０
・
１
５
カ
月
分
引
き

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
一
般

行
政
職
等
の
給
料
表
も
４

月
に
遡
及
し
改
定
（
月
額

４
０
０
円
か
ら
１
５
０
０

円
を
増
額
）
し
ま
し
た
。

平成 28 年度一般会計予算を増額

総額 73 億 8901 万円に

【請願陳情第９号】
＊件名：「農協改革・指定生乳生産者団体制度維持に
　　　　関する請願」
＊要旨：農協改革は農協が取り組む自己改革を尊重するとと
　　　　もに、指定生乳生産者団体制度の改革は需給調整機
　　　　能が確保されるよう進めてほしい
＊陳情者：新岩手農業協同組合　代表理事組合長　久保憲雄
＊紹介議員：上山勝志、大村　税

【請願陳情第 10号】
＊件名：「町道の整備についての請願」
＊要旨：安全確保のため町道小軽米七ツ役
　　　　線の道路改良工事を早期に実施し
　　　　てほしい
＊請願者：松田　廣（松ノ脇）
＊紹介議員：上山勝志、田村せつ

採
択

採
択

全会一致 全会一致

【歳入】
・臨時福祉給付金給付事業費補助金（国庫補助金 3961 万円）
・被災農業者緊急支援事業費補助金　　（県補助金 99 万円）
・農林業、公共土木災害復旧事業債（町債１億 4660 万円）

【歳出】
・臨時福祉給付金支給事業関係　　（社会福祉費 3961 万円）
・浄化槽設置整備事業費補助金　　（保健衛生費 117 万円）
・軽米町自然のめぐみ基金元本積立 　　　 （農業費 9 万円）
・Ｂ＆ G 海洋センター外灯修繕料　  （保健体育費 96 万円）

一般会計補正予算（第５号）

平成 28年度会計別歳入歳出予算（12月 15 日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計 3128 万円 73 億 8901 万円

特
別
会
計

国民健康保険 2175 万円 15 億 7221 万円
後期高齢者 259 万円 8939 万円
介護保険 22 万円 7854 万円
下水道事業 △ 60 万円 1億 6770 万円

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

意見書提出
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、農林水産大臣

適
任
と
答
申

12 月定例会で決まった主なこと

請願 ・ 陳情

 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

農
山
漁
村
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
法
に
基
づ
い
て

町
内
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
を
行
う
事
業
者

か
ら
の
寄
付
金
を
農
林
業

施
策
及
び
地
域
活
性
化
に

充
て
る
「
軽
米
町
自
然
の

め
ぐ
み
基
金
条
例
」
を
新

た
に
設
け
ま
し
た
。

　

事
業
者
ご
と
に
売
電
収

入
等
に
応
じ
て
毎
年
一
定

額
を
寄
付
す
る
協
定
を
締

結
。
売
電
事
業
期
間
が
寄

付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

寄
付
金
は
基
金
と
し
て

管
理
さ
れ
、
主
に
農
林
業

振
興
事
業
な
ど
地
域
づ
く

り
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

 

軽
米
町
自
然
の
め
ぐ
み
基
金
条
例
を
制
定

再
エ
ネ
発
電
事
業
者
の

寄
付
を
農
林
業
に
活
用

 

期
末
・
勤
勉
手
当
を
改
定　

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

臨　

時　

議　

会

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

売電収入の一部がまちづくりに活用されます

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
適
任
と
答

申
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

＊
氏
名
…
村
上
重
雄

＊
行
政
区
…
向
川
原

＊
新
任

観光誘客に二戸広域で取り組んではどうか

まずは町でできることをまとめ、県北や県全体
での広域的な取り組みを模索・検討したい

問
答

　岩手県と二戸管内４市町村、管内関係団体
等で二戸地域広域商工観光推進協議会（会長・
岩手県二戸地域振興センター所長）を組織し、
体験型観光を柱とした誘致活動に取り組むこ
ととしている。当町では、「雑穀料理体験」「味
噌造り体験」など４事業を登録。全体では
28 事業が登録され、県・市町村が連携した
取り組みを展開していく。

　広域で体験型観光をメニュー化、連携し誘客

その後は…

聞いてみました

まちの声

おらにも

言わせて !!

　議員の質問に対して「検討する」などと回答
したものが、その後どのように対応し、どうなっ
ているのかを追跡し、検証するコーナーです。

雑穀料理体験など地域の特性を生かした広域的取り組
みがが期待されます（写真は、平成 28 年 3 月開催の「食
から健康セミナー」雑穀料理の試食風景）
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本会議での表決　（賛成：○、反対：×）

議　員　名　

　
議案名（○数字は議案番号）

中
里　

宜
博

中
村　

正
志

田
村　

せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山　

勝
志

舘
坂　

久
人

茶
屋　
　

隆

大
村　
　

税

松
浦　

満
雄

本
田　

秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本　

幸
男

賛
成

反
対

結
果

採
決
日

諮問①人権擁護委員の推薦（村上重雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 適任
12
月
6
日

①町職員の介護休暇取得を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

12
月
15
日

②町職員の育児休業取得を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

③特別職の期末手当を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

④議会議員の期末手当を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑤一般職の給料表、勤勉手当等を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑥軽米町自然のめぐみ基金条例を制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 1 可決

⑦ 28 年度一般会計補正予算（５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑧28年度国民健康保険特別会計補正予算（２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑨ 28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑩ 28年度介護保険特別会計補正予算（３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

⑪ 28年度下水道事業特別会計補正予算（１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

請願陳情⑨農協改革・指定生乳生産者団体
　　　　　制度維持に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 採択

請願陳情⑩町道の整備についての請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 採択

発議①農協改革・指定生乳生産者団体制度
　　　維持に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 可決

討論と採決結果
　※本会議場の討論で、反対意見のあった「議案第６号　軽米町自然のめぐみ基金条例」について掲載します

中村 正志

　自然のめぐみ基金条例は、法律
及び町の計画により当然制定され
るべき必要かつ緊急な条例であ
る。基金は、発電事業者への過度
の負担にならない内容で、当然、
誠意をもって履行されるものと確
信する。発電事業者の益々の発展
を願い、今後、企業版ふるさと納
税認定事業の実施につながるもの
と大いに期待できるものである。

賛　成

古舘機智男

反　対

　基金の使途は町の健全な農林業
の発展に資するべきだが、その財
源は発電事業による経常収益の
１％程度とわずかで、拠出金では
なく寄付金として事業者の判断に
委ねられるなど、発電事業者の利
益が優先されている。地権者の権
利と収入を保証し、町の自然を安
売りせず、未来に希望の持てる安
定した基金制度にすべきである。

企業版ふるさと納税に期待基金財源は拠出金にすべき

上山　勝志

　再生可能エネルギー事業者から
の寄付金は地域貢献の一つであ
り、寄付に当たっては法律関係を
明確にするため事業者と協定が締
結される。協定は法的にも一般的
に履行強制力があるとされ、仮に
第三者に事業が譲渡されても本協
定は継承される。基金の設置によ
り基幹産業である農林業の発展に
大きく寄与するものである。

賛　成

町の農林業発展に寄与

【12 月定例会】

平成 28 年度軽米町一般会計
補正予算等審査特別委員会
　　　　　　　　　委員長報告

　

議
案
第
６
号
（
自
然
の

め
ぐ
み
基
金
条
例
）
で

は
、
同
条
例
は
農
山
漁
村

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

に
基
づ
き
発
電
事
業
者
か

ら
の
寄
付
金
を
農
林
業
の

振
興
施
策
等
に
充
当
す
る

と
の
当
局
の
説
明
に
対
し

て
、
同
条
例
に
基
づ
く
協

定
に
は
法
的
拘
束
力
は
あ

る
か
。
寄
付
金
額
の
算
出

根
拠
を
明
確
に
す
べ
き
。

安
定
し
た
収
入
が
担
保
さ

れ
る
の
か
。
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
終
始
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

議
案
第
７
号
（
一
般
会

計
補
正
予
算
）
で
は
、
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
導
入
、
臨
時
福
祉
給
付

金
な
ど
で
質
疑
が
な
さ
れ

た
。

　

一
部
反
対
の
あ
っ
た
議

案
第
６
号
は
賛
成
多
数

で
、
他
の
議
案
10
件
は
全

会
一
致
で
す
べ
て
可
と
決

し
た
。

大村　税
特別委員長

6 号議案に一部反対も、
全議案を可に

【
問
】
発
電
事
業
が
途
中
で

中
止
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
な
い
か
。

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
室
長
）
再
エ
ネ
事
業
の
特

別
目
的
会
社
が
事
業
主
体
な

の
で
、
事
業
中
止
の
リ
ス
ク

は
少
な
い
と
考
え
る
。

【
問
】
第
三
者
に
事
業
譲
渡

さ
れ
た
場
合
も
寄
付
は
継
続

さ
れ
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
協
定
書
に

は
、
第
三
者
に
事
業
譲
渡
す

る
場
合
、
寄
付
も
継
承
さ
れ

る
旨
記
述
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
「
寄
付
」
と
い
う
表

現
で
履
行
義
務
等
が
担
保
さ

れ
る
か
。

（
副
町
長
）
期
間
や
額
を
明

記
し
た
協
定
書
に
よ
り
、
十

分
履
行
頂
け
る
と
考
え
る
。

【
問
】
各
事
業
者
の
寄
付
金

額
の
算
定
根
拠
は
。

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
室
長
）
概
ね
経
常
収
益
の

１
％
ぐ
ら
い
を
基
に
、
事
業

者
と
協
議
し
決
定
す
る
。

【
問
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
※
）
を
導
入
す
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
平
成
29
年
度

か
ら
の
導
入
に
向
け
採
用
選

考
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し

た
。
採
用
は
２
名
を
予
定
。

【
問
】
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
周
辺

の
外
灯
修
繕
は
、
通
学
路
と

し
て
増
強
し
て
は
。

（
教
育
次
長
）
今
回
は
強
風

に
よ
る
損
傷
分
に
つ
い
て
、

早
急
に
復
旧
し
通
学
路
の
安

全
を
図
り
た
い
。

【
問
】
晴
山
地
区
の
鶏
糞
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
も
同
基
金
に

よ
る
寄
付
が
さ
れ
る
の
か
。

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
室
長
）
地
域
貢
献
に
は
売

電
収
入
の
一
部
を
寄
付
い
た

だ
く
ほ
か
、
農
林
業
生
産
設

備
を
整
備
い
た
だ
く
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

で
は
鶏
舎
整
備
に
よ
る
雇
用

創
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。

【
問
】
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
の
担
当
部
署
は
。

（
総
務
課
長
）
子
育
て
の
施

策
関
係
課
が
多
い
の
で
、
総

務
課
が
窓
口
に
な
っ
て
作
成

す
る
。

自
然
の
め
ぐ
み
基
金
条
例
、
協
定
書
等
へ
質
疑

　
12
月
６
日
招
集
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議
案
11
件
の

審
査
の
た
め
、
平
成
28
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
補
正
予
算

等
審
査
特
別
委
員
会
（
大
村
税
委
員
長
）
を
設
置
し
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
12
月
12
日
の
同
委
員
会
で
の
質
問
と
町

当
局
の
答
弁
内
容
に
つ
い
て
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

付
託
議
案
す
べ
て
を
可
に

特
別
委
員
会

地
域
お
こ
し
隊
２
名
予
定

子
育
て
ガ
イ
ド
を
作
成

審議の経過
※特別委員会の質疑を報告 特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

臨　

時　

議　

会

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

Ｂ
＆
Ｇ
外
灯
を
修
繕

（
※
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

主
に
都
市
部
か
ら
地
方
へ
移
り

住
み
、
地
域
お
こ
し
活
動
を
し
な

が
ら
定
住
を
図
る
取
り
組
み
。
募

集
経
費
や
活
動
経
費
を
国
が
支
援

す
る
。
受
入
人
数
に
制
限
は
な
く
、

年
々
全
国
で
導
入
が
増
え
て
い
る
。

図書館ひろばで行われている
絵本の読み聞かせ

Ｂ＆Ｇプール（写真左）敷地
内の外灯を修繕
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一般質問に５人が登壇
　第 13 回定例会（12 月定例会）の一般質問は、
12 月８日に３人が、９日に２人が行い、町当局に
対し 10 項目について質問を行いました。各議員の
質問要旨と町当局の回答・姿勢について紹介します。

質問議員 質問事項

中村正志
（９ページ）

　小中学校統合後における地域（地区）組織のあり方、及び拠点
　施設の方向性について

　体育施設の管理及び改修計画、併せて団体育成指導について

田村せつ
（10 ページ）

　農村環境改善センターの女性トイレの改修について

　かるまい交流駅（仮称）について

茶屋　隆
（11 ページ）

　ごみ収集について

　株式会社軽米町産業開発について

川原木芳蔵
（12 ページ）

　中山間地畑作振興について

　道の駅について

古舘機智男
（13 ページ）

　ごみ減量化と二戸地区広域行政事務組合の焼却施設について

　メガソーラーとまちづくりについて

　第 13 回定例会

※掲載されている質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。
※質問・回答の全文は、会議録にて、議会事務局又は町ホームページでご覧いただけます。

一般質問

中村正志

一般質問

旧山内小学校跡地に建設が進む（仮称）山内地区センター
は地域活動の拠点施設として期待されます

【
問
】
学
校
統
合
後
、
地

域
活
動
の
中
核
と
な
る
組

織
体
制
整
備
に
、
行
政
指

導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
地
域
活
動
の
活

性
化
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
自
治
公
民
館
活

動
支
援
を
行
い
た
い
。

【
問
】
地
域
活
動
に
は
拠

点
施
設
が
重
要
。
老
朽
化

し
た
農
構
セ
ン
タ
ー
等
の

更
新
の
考
え
方
は
。

【
町
長
】
地
域
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
計
画
的
に

改
修
・
整
備
を
進
め
た
い
。

【
問
】
体
育
施
設
の
管
理
、

学
校
開
放
施
設
の
現
状

は
。

【
教
育
長
】
町
施
設
は
教

育
委
員
会
で
管
理
員
等
を

雇
用
し
管
理
し
て
い
る
。

学
校
施
設
は
学
校
活
動
に

支
障
な
い
範
囲
で
地
域
に

開
放
し
て
い
る
。

【
問
】
体
育
施
設
の
管
理

委
託
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
将
来
的
に
体

育
団
体
へ
の
委
託
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

【
問
】
管
理
委
託
を
想
定

し
た
体
育
団
体
に
対
す
る

育
成
指
導
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
委
託
で
き
る

団
体
へ
と
成
長
を
期
待
。

【
問
】
老
朽
施
設
改
修
計

画
の
検
討
経
過
は
。

【
教
育
長
】
町
体
育
協
会

や
各
競
技
団
体
、
百
人
委

員
会
か
ら
の
改
善
要
望

を
、
新
年
度
予
算
で
検
討

し
た
い
。な
お
財
政
事
情
、

緊
急
性
を
考
慮
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
地
域
活
動
の
枠
組

み
は
ど
の
程
度
（
行
政
区

ご
と
、旧
町
村
単
位
な
ど
）

を
想
定
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
住
民
生
活
は
行

政
区
単
位
で
、
体
育
行
事

等
は
旧
学
区
単
位
な
ど
実

情
に
合
わ
せ
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
も
活
動
目
的
に

応
じ
た
多
様
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
た
い
。

【
問
】
地
域
活
動
に
必
須

な
事
務
局
・
人
的
体
制
の

町
の
考
え
方
は
。

【
町
長
】
現
在
も
区
長
や

施
設
管
理
委
託
の
考
え
は

将
来
的
に
検
討
し
た
い

問
答

町
内
会
長
な
ど
を
中
心
に

生
涯
学
習
推
進
員
や
地
区

担
当
員
と
連
携
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
支

援
し
た
い
。

【
問
】
町
民
体
育
祭
の
参

加
団
体
の
減
少
や
単
位
設

定
の
課
題
解
決
策
は
。

【
町
長
】
次
年
度
に
向
け

種
目
や
団
体
の
あ
り
方
な

ど
検
討
し
、
参
加
が
増
え

る
よ
う
改
善
し
た
い
。

中核となる体制整備を
地域リーダーの育成と
　自治公民館活動を支援

問

答

地域活動の活性化

体
育
施
設
の
管
理

町
長

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません

町長

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

臨　

時　

議　

会

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動
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一般質問

田村せつ

問和式から洋式トイレに改修を

答 計画的に整備していきたい

一般質問

茶屋　隆

広
い
バ
ス
待
合
室
と

傾
聴
コ
ー
ナ
ー
設
置
を

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
に
図
書

館
・
公
民
館
機
能
を
備
え
、

中
心
商
店
街
と
連
携
し
な

が
ら
町
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ご
提
案
の
件
も
含
め
町
民

か
ら
の
要
望
は
、
建
設
検

討
委
員
会
に
諮
り
、
町
の

将
来
な
ど
総
合
的
視
点
か

ら
検
討
し
、
決
定
し
て
い

き
た
い
。

検
討
委
員
会
に
諮
り

　
総
合
的
視
点
で
検
討

【
問
】
か
る
ま
い
交
流
駅

（
仮
称
）
は
町
中
心
部
に

整
備
が
予
定
さ
れ
、
町
民

の
期
待
は
大
き
い
。
バ
ス

待
合
室
は
広
く
て
談
話
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
※
）
の
専
用
ス
ペ
ー
ス

も
設
け
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
交
流
駅
（
仮
称
）

の
基
本
的
構
想
は
、
バ
ス

町農村環境改善センターは、会議や
イベントなどで多くの人が一度に使
う機会が多い施設

る
。
生
活
様
式
の
変
化
に

伴
い
洋
式
便
座
を
望
む
声

は
十
分
理
解
し
、
同
セ
ン

タ
ー
や
役
場
庁
舎
ト
イ
レ

の
洋
式
便
座
へ
の
改
修
は

必
要
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
改
修
費
用
は
多

額
と
な
る
こ
と
か
ら
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
た

い
。

【
問
】
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
町

民
が
使
用
す
る
こ
と
が
多

い
施
設
で
あ
る
。
ト
イ
レ

を
使
い
や
す
い
洋
式
便
座

へ
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
同
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
は
多
機
能
ト
イ
レ

を
除
き
和
式
と
な
っ
て
い

問答

問祝日の翌日収集できないか

答 月曜が祝日の場合、可燃ごみは収集
その他の翌日収集は現体制では困難

【
質
問
】
分
別
収
集
す
る

生
ご
み
の
現
在
の
処
理
方

法
を
伺
う
。

【
町
民
生
活
課
長
】
排
出

ご
み
の
約
８
割
が
可
燃
ご

み
で
、
中
で
も
生
ご
み
の

重
量
割
合
が
高
い
こ
と
か

ら
、
生
ご
み
の
減
量
化
に

向
け
現
在
、
可
燃
ご
み
と

同
日
に
分
別
収
集
し
て
い

る
。
昨
年
７
月
ま
で
は
長

倉
地
区
の
軽
米
コ
ン
ポ
ス

ト
で
、
８
月
か
ら
は
増
子

内
地
区
の
農
場
で
豚
糞
に

混
ぜ
堆
肥
化
し
て
い
る
。

【
質
問
】
消
滅
型
方
式
へ

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

【
町
民
生
活
課
長
】
可
能

か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
収
集
日
が
祝
日

の
場
合
、
翌
日
に
ず
ら
し

て
収
集
で
き
な
い
か
。

【
町
民
生
活
課
長
】
月
曜

が
祝
日
の
場
合
、
二
戸
地

区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が

稼
働
し
て
い
る
こ
と
か
ら

可
燃
ご
み
は
収
集
し
て
い

る
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
翌

日
に
収
集
し
た
場
合
は
２

日
分
の
量
と
な
り
、
現
在

の
町
の
収
集
体
制
で
は
困

難
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

【
質
問
】
収
集
コ
ー
ス
の

見
直
し
は
し
て
い
る
か
。

【
町
民
生
活
課
長
】
し
ば

ら
く
同
じ
コ
ー
ス
な
の
で

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
同
社
の
28
年
度

の
経
営
状
況
は
。

【
町
長
】
上
半
期
の
総
売

上
高
は
前
年
度
比
７
百
万

円
増
、
経
常
損
益
は
同

３
２
０
万
円
増
で
あ
る
。

【
質
問
】
同
社
は
町
の
産

業
振
興
に
ど
う
携
わ
っ
て

い
く
か
。

【
町
長
】
か
る
ま
い
シ
リ

ア
ル
や
、
か
る
ま
い
ブ
ラ

ン
ド
認
証
商
品
を
生
か
し

た
販
路
開
拓
と
、
エ
ゴ
マ

な
ど
の
６
次
産
業
化
を
進

め
た
い
。

【
質
問
】
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
で
取
り
組
む
、

同
社
独
自
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
の
構
築
と
販
売
促
進
の

取
り
組
み
状
況
は
。

【
町
長
】
町
内
商
店
等
が

個
別
に
取
引
す
る
窓
口
を

一
本
化
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
）
し
、
見
や
す
く
購
入

し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

環
境
を
現
在
整
備
し
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
施

設
も
紹
介
し
て
い
く
。

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
納
税

お
礼
品
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
見
直
し
状
況
は
。

【
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税

部
分
を
見
や
す
く
改
良

し
、
昨
年
度
を
上
回
る
実

績
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
利
用
に
よ
り
更
に
拡
充

を
図
る
。
な
お
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
全
面
改
修
は
28

年
度
末
を
予
定
す
る
。

産
業
振
興
に
ど
う
携
わ
る

販
路
開
拓
と
６
次
産
業
化
窓
口
に

資源ごみなどの収集方法・コー
スの工夫が必要です

問
答

ごみ収集 町農村環境改善センター

第
三
セ
ク
タ
ー
・
㈱
軽
米
町
産
業
開
発

交流駅構想

町長町長

町
長

町
長

改修され車いすでも利用できる
軽米中央公民館の多目的トイレ

（※）傾聴ボランティア
　悩みや寂しさを抱える人の話を真摯に聴
くことで、相手の心のケアをする活動。特
別な資格は必要とせず、問題解決のアドバ
イスなどはしない。町内では市日などに町
物産交流館で行われている。
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一般質問

川原木芳蔵

一般質問

古舘機智男

問ごみ減量化への取り組みは

答 生ごみは分別を継続し、処理方法も検討
廃プラ回収は、中間処理費が多額で困難

【
質
問
】
ご
み
減
量
に
向

け
た
生
ご
み
分
別
収
集
の

現
状
と
問
題
点
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
町
民
生
活
課
長
】
生
ご

み
分
別
は
平
成
23
年
度
か

ら
試
験
的
に
始
め
、
25
年

度
か
ら
は
町
全
域
で
実

施
。
現
在
は
豚
糞
と
一
緒

に
堆
肥
化
し
て
い
る
。
電

動
式
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス

ト
の
購
入
な
ど
自
家
処
理

に
も
助
成
し
、
可
燃
ご
み

の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
３
Ｒ
（
※
）
の
取

り
組
み
を
進
め
、
町
直
営

で
の
生
ご
み
処
理
の
可
能

性
も
検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
分
別
収
集
を
町
独
自
で

取
り
組
ま
な
い
か
。

【
町
民
生
活
課
長
】
収
集

後
の
選
別
、
圧
縮
梱
包
な

ど
の
中
間
処
理
費
用
が
多

額
と
な
り
、
現
状
で
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
軽
米
町
が
ご
み

減
量
化
を
率
先
し
、
二
戸

広
域
管
内
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

【
町
民
生
活
課
長
】
二
戸

畑作振興に基盤整備が必要

県の基盤整備事業の活用検討を

【
質
問
】
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
は
、
総
合
発
展
計
画

で
定
め
る
町
の
将
来
像
や

基
本
理
念
と
の
整
合
性
は

と
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
総
合
発
展
計

画
で
は
将
来
に
向
け
た
10

の
取
り
組
み
と
し
て
「
低

炭
素
社
会
」
と
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
掲

げ
て
い
る
。
現
在
進
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
は
、
農
林
業
を
は
じ

め
町
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
で
、
可
能
な
限
り

自
然
環
境
保
全
、
防
災
対

策
を
行
う
な
ど
総
合
計
画

に
配
慮
し
て
い
る
。

【
質
問
】
発
電
事
業
者
が

倒
産
し
た
場
合
の
保
障
に

つ
い
て
明
確
に
す
べ
き
。

【
町
長
】
太
陽
光
発
電
事

業
は
20
年
も
の
長
期
に
渡

る
た
め
、
特
別
目
的
会
社

を
設
立
し
、
仮
に
現
事
業

者
が
事
業
を
中
止
し
て
も

発
電
事
業
は
継
続
さ
れ
る

仕
組
み
に
あ
る
。
な
お
事

業
期
間
終
了
後
の
山
林
等

の
原
状
回
復
費
用
は
、
売

電
収
入
か
ら
積
み
立
て
ら

れ
る
が
、
確
実
か
つ
速
や

か
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
町

と
し
て
し
っ
か
り
管
理
し

て
い
き
た
い
。

事
業
者
倒
産
の
保
障
は

特
別
目
的
会
社
が
事
業
を
継
続

問

答

【
質
問
】
ソ
バ
、
エ
ゴ
マ

な
ど
中
山
間
地
の
畑
作
振

興
に
は
農
地
の
集
約
化
、

作
業
道
の
整
備
な
ど
の
基

盤
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
岩
手
県
で
は
平

成
27
年
10
月
か
ら
、
簡
易

な
基
盤
整
備
を
行
う
「
活

力
あ
る
中
山
間
地
域
基
盤

整
備
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
区
画
の
拡
大
事
業

や
末
端
畑
地
灌
が
い
施
設

の
整
備
な
ど
を
補
助
対
象

と
し
、
30
年
度
ま
で
の
事

業
実
施
期
間
で
あ
る
。
本

事
業
の
活
用
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

【
質
問
】
人
口
減
少
に
加

え
農
業
者
が
減
る
中
、
若

い
農
業
者
を
支
援
す
る
取

り
組
み
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

望
む
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
に
整
備
し
て
は

場
所
、
体
制
等
を
調
査
研
究

【
質
問
】
町
内
へ
「
道
の

駅
」
を
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。整
備
す
る
場
合
、

町
の
玄
関
と
言
え
る
八
戸

自
動
車
道
軽
米
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
が
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
。

【
町
長
】
道
の
駅
は
、
28

年
10
月
７
日
現
在
で
全
国

に
１
１
０
７
箇
所
登
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は

地
域
の
文
化
、
名
所
、
特

産
品
な
ど
の
直
売
所
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
整
備
し
、
観

光
地
化
す
る
な
ど
地
域
の

活
性
化
に
は
有
効
な
施
設

と
考
え
る
。
概
ね
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
間
隔
で
設
置
さ

れ
て
お
り
、
当
町
で
も
１

施
設
の
設
置
が
可
能
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
設
置

場
所
や
施
設
内
容
、
運
営

体
制
な
ど
十
分
に
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

エゴマの需要は全国的に高まり町内の生産量も増えてきています
（写真は、首都圏交流ツアー参加者によるエゴマの収穫体験）

問答問
答

ごみ減量化 中山間地の畑作振興

道の駅再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

町長町長

町
長

町
長

町民対象の講演会等を開催しごみ減量化に取り組ん
できました（写真は、平成 24 年２月開催の徳島県
上勝町の事例講演会）

八戸自動車道九戸インターチェンジ近くに整
備されている「道の駅おりつめ」の特産品販
売施設「オドデ館」（九戸村）

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（※）３Ｒ（スリーアール）
…Reduce（リデュース；廃棄物の発生抑制）、
Reuse（リユース；再使用）、Recycle（リサイク
ル；再資源化）の頭文字からなり、ごみを限り
なく少なくし、焼却や埋立による環境への影響
を減らし循環型社会をめざす取り組み。

広
域
全
体
の
課
題
と
し
て

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
ご

み
減
量
化
と
経
費
節
減
を

提
言
し
て
い
き
た
い
。
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議長交際費

月 日 曜 行　　事　　

10
　
月

９ 日 町民体育祭・町民健康まつり

12 水 岩手情報文化研究会（盛岡市）

13 木 議会報編集委員会⑪

14 金 カシオペア連邦議会議員協議会活動推進交流会（一戸町）

16 日 食フェスタ in かるまい 2016、町民フォーラム

19 水 議会報編集委員会⑫

21 金 岩手県町村議会議長会 議員シンポジウム（盛岡市）

23 日 町民文化祭開幕式典

25 火
全国町村議会広報研修会（東京都）
岩手県町村議会議長会政務調査会視察研修（北海道、～ 27 日）

26 水 議会だより第 207 号発行

28 金 二戸地区広域行政事務組合議会定例会（二戸市）

31 月 議会運営委員会⑧

11
月

７ 月
第 12 回軽米町議会臨時会
平成 28 年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会
議会運営委員会⑨

８ 火 岩手県町村議会議長会政務調査会、県選出国会議員との懇談会（東京都）

９ 水 岩手県町村議会議長会政務調査会研修会、町村議会議長全国大会（東京都）

10 木 北部地区町村議会議長会行政視察研修（沖縄県、～ 11 日）

17 木 岩手県町村議会議長会広報担当者研修会（花巻市、～ 18 日）

24 木 二戸地区広域行政事務組合行政視察研修（宮城県、～ 25 日）

28 月 カシオペア連邦議会議員協議会役員会（二戸市）

29 火 議会運営委員会⑩

12
月

６ 火
第 13 回軽米町議会定例会・本会議（会期；～ 15 日）
議会報編集委員会⑬

8 木 定例会一般質問、議員全員協議会④、議会報編集委員会⑭

９ 金 定例会一般質問、産業建設常任委員会②

10 土 在京軽米会総会（東京都）

12 月
平成 28 年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会
議会運営委員会⑪

15 木 第 13 回軽米町議会定例会・最終本会議
議員全員協議会⑤、議会報編集委員会⑮

16 金 岩手情報文化研究会（盛岡市）

17 土 工藤敏直氏瑞宝単光章受章記念祝賀会

町 議 会 の 動 き
（平成 28 年 10 月～ 12 月の主要な行事）

※議長交際費は議長
が町議会を代表し
て対外的な行事等
へ参加する際の経費　
で、主に各団体の総
会等の会費です。詳
しくは町ホームペー
ジをご覧ください。

❀お祝い等（会費含む）

10 月 １件 　 ３，０００円
11 月 ０件  　　　　  ０円
12 月 ４件  ２０，０００円

削
除
・
修
正
さ
れ
ま
す
。

全
文
を
掲
載

　

本
会
議
と
特
別
委
員
会

の
会
議
録
の
調
製
は
原

則
、
録
音
機
器
を
基
に
全

文
を
掲
載
し
ま
す
。
本
会

議
の
会
議
録
に
は
、
定
例

会
又
は
臨
時
会
ご
と
に
指

名
さ
れ
る
会
議
録
署
名
議

員
が
内
容
を
確
認
し
、
署

名
し
ま
す
。
会
議
録
の
完

成
ま
で
は
、
通
常
、
会
議

終
了
後
、
２
か
月
程
度
と

な
り
ま
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
て
い
ま
す
。

非
公
開
や
削
除
も

　

非
公
開
で
行
わ
れ
る
秘

密
会
（
出
席
議
員
の
３
分

２
の
賛
成
で
決
定
）
の
議

事
は
、
会
議
録
に
は
掲
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
秘
密
会
に

限
ら
ず
、
発
言
の
取
り
消

し
や
訂
正
さ
れ
た
部
分
は

本
会
議
は
原
則
公
開

　

議
会
の
本
会
議
の
議
事

は
原
則
、
公
開
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
議

当
日
に
議
場
を
傍
聴
で
き

る
ほ
か
、
か
る
ま
い
テ
レ

ビ
で
の
放
映
、
後
日
作
成

さ
れ
る
会
議
録
で
そ
の
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
会
議
録
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
も
傍
聴
可
能

　

特
別
委
員
会
や
各
常
任

委
員
会
な
ど
は
こ
の
会
議

公
開
の
原
則
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
が
、
会
議
の
つ
ど

傍
聴
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

委
員
長
の
判
断
で
傍
聴
を

許
可
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
定
例
会
、
臨
時

会
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
各

特
別
委
員
会
の
会
議
録
も

？　議会のはてな？
　　　しくみを教えて！ №９

会議公開と会議録
  　 　かいぎこうかい　　　　　かいぎろく

第
12
回
臨
時
会

（
平
成
28
年
11
月
７
日
開
催
）

　

損
害
賠
償
２
件
の
額
の

決
定
と
和
解
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
。

【
議
案
①
】

・
内
容　

水
防
活
動
中
の

　

自
家
用
車
の
損
害
賠
償

・
金
額
19
万
３
１
７
９
円

【
議
案
②
】

損
害
賠
償
を
決
定

【歳入】
・公共土木施設災害復旧費負担金
　　　　　　　　　　　   （国庫負担金 3 億 3195 万円）

・被災者生活再建支援金支給補助金 （県補助金 80 万円）
・農林業用施設災害復旧費補助金
  　　　　　　　　　　　　  （県補助金 1 億 3601 万円）

・農林業、公共土木災害復旧事業債（町債１億 6450 万円）
【歳出】
・農地・農業用施設、林道災害復旧工事
　　　　　（農林水産業施設災害復旧費 1 億 9009 万円）

・公共土木災害復旧工事、修繕料
　　　　　　（公共土木施設災害復旧費 4 億 8201 万円）

平成 28 年度一般会計予算の増額補正

総額 73 億 5772 万円に

一般会計補正予算（第４号）

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

　　　　　　　　（11 月７日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計 6億 6952 万円 73 億 5772 万円

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
整
備
２
期
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
。

【
議
案
③
】　

・
変
更
内
容　

屋
外
拡
声

　

子
局
１
基
を
再
送
信
子

　

局
に
変
更
す
る
も
の

【
議
案
④
】　

主
に
台
風
10

号
被
害
の
復
旧
事
業
等
に

つ
い
て
一
般
会
計
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。詳
細
は
、

左
表
の
と
お
り
。

〔
す
べ
て
の
議
案
に
全
員

が
賛
成
〕

工
事
変
更
契
約
を
可
決

台
風
10
号
の
復
旧
費

６
億
７
千
万
円
補
正

・
契
約
金
額　

１
億
６
６

　

５
５
万
６
５
２
０
円

　
（
４
５
５
万
６
５
２
０

　

円
の
増
額
）

・
内
容　

公
用
車
に
よ
る

　

物
損
事
故
の
損
害
賠
償

・
金
額　

４
万
６
７
３
円

カシオペア連邦議会議員協議会

商
品
開
発
の
実
践
例
に
学
ぶ

　二戸管内４市町村の議員で組織する
カシオペア連邦議会議員協議会の研修
会が 10月 14日に一戸町で開催され、
12名が参加しました。「小さな商品開
発」と題して商品開発コーディネー
ターの五日市知香さんが実例を交えて
講演。消費者目線を忘れない、ターゲッ
トや市場調査等の重要性など、特産品
開発へのヒントを学びました。

岩手県町村議会議長会　議員シンポジウム

本
田
秀
一
議
員
が
事
例
発
表

　県内町村議会が一堂に集まっての議
員シンポジウム（岩手県町村議会議長
会主催）が 10 月 21 日に盛岡市で開
催されました。県内４地区の事例発表
では、県北地区を代表して本田秀一議
員（写真左）が、議員報酬と議員定数
について本町の事例を発表。他にも魅
力ある議会、議員の成り手問題、議会
広報などについて意見交換しました。

全国町村議会広報研修会 広
報
紙
の
イ
ロ
ハ
を
全
国
に
学
ぶ

　議会広報紙の編集や記事作成につい
て学ぶ全国研修会（10 月 25 日、東
京都）に、議会報編集委員２名が参加
しました。「分かりやすく伝えるには」
「読みやすい紙面とは」など３人の講
師が講演。全国コンクール入賞紙を題
材に参考となるポイント、テクニック
などのイロハを解説しました。今後の
議会だよりの編集に生かされます。

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

臨　

時　

議　

会

特　

集　

記　

事

12　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動



平成 28 年７月　　かるまい議会だより　№ 206 16

かるまい町に住んでみて

山仁 江利子 さん

が
一
番
で
す
ね
。
長
男
が
小
学

校
に
入
り
私
自
身
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育

成
会
行
事
な
ど
が
増
え
ま
し
た

が
、
顔
見
知
り
も
増
え
て
楽
し

い
で
す
。
放
課
後
は
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
し
て
い
る
ん
で
す

が
、
タ
ク
シ
ー
送
迎
も
あ
っ
て

便
利
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

交
通
機
関
も
便
利
に

☟
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
か
？

　

子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と

遊
べ
る
遊
具
の
あ
る
公
園
な
ん

か
良
い
で
す
よ
ね
。
徒
歩
通
学

し
て
い
る
の
で
、
安
全
な
歩
道

や
街
灯
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
明

る
く
て
安
心
で
き
ま
す
ね
。
バ

ス
な
ど
交
通
の
利
便
性
も
良
く

な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
高
齢

者
に
と
っ
て
も
も
っ
と
住
み
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

温
か
い
印
象

☟
軽
米
町
に
来
る
き
っ
か
け
と

そ
の
と
き
の
思
い
出
は
？

　

日
本
海
に
面
し
た
「
山
居
倉

庫
」
で
知
ら
れ
る
山
形
県
酒
田

市
の
出
身
で
す
。
結
婚
を
機
に

軽
米
町
に
初
め
て
来
て
９
年
に

な
り
ま
す
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

不
安
で
し
た
が
、
自
然
や
緑
も

豊
か
で
、
隣
近
所
の
方
々
も
優

し
く
温
か
い
人
が
多
い
な
あ
と

い
う
印
象
で
し
た
。

　

多
い
地
域
イ
ベ
ン
ト

☟
住
ん
で
み
て
の
感
想
は
？

　

食
フ
ェ
ス
タ
な
ど
町
内
で
の

催
し
も
の
が
多
く
、
特
に
地
域

の
繋
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
あ
っ
て
良
い
な
あ
と

感
じ
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か

行
く
機
会
が
も
て
な
い
の
が
残

念
で
す
。

学
校
生
活
に
関
心

☟
今
関
心
が
あ
る
こ
と
は
？

　

今
は
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

やまに　　　　えりこ　　

　　　　　　　　　　　
山形県酒田市出身　35 歳（高清水）
夫・長男・次男の４人家族

　　町民インタビュー Vol. ⑥

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

　　　　　　　　　　江利子 さん　　　　　　　　

　次男 碧
あ お と

人 君　　　　　　　　　　　　　　長男 理
り ひ と

人 君　

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
山本　幸男
松浦　満雄
上山　勝志
田村　せつ
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か
る
ま
い
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＊背景写真は、かるまい冬灯りのライトアップ風景（向川原、平成 28 年 12 月撮影）


